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呂じき事 概要

（１）

ユネスコ登録元年八戸三社大祭

　

～特別な噸日喜び共に～

昨年１２月にユネスコの無形文化遺産に登録され、初めて迎えた今年の八戸三社大祭。５日の記

念祭を除き、期間中が平日となる日程だったものの、入り込み数は後夜祭が始まった２００３年以降

で最多の１０２万人を記録した。５日には「八戸市市制施行８８周年ｏユネスコ無形文化遺産登録

記念祭」が市庁前市民広場で開かれ、１７台のきらびやかな山車と郷土芸能のステージが披露され

た。終幕の午後８時が近づくと来場者も含めて全員で万歳三唱し、会場全体で無形文化遺産登
録の喜びを分かち合った。

（２）

市制８８周年記念「八戸みなと８８カ所巡り」 ～八戸港の魅力海から満喫～

八戸市の市制施行８８周年を記念したイベント「八戸みなと８８ヵ所巡り」が５日、八戸港で開かれ
た。市の主催で、八戸港振興協会や国土交通省東北地方整備局八戸港湾・空港整備事務所

などが共催。同港には岸壁や防波堤といった港湾施設が８８ヵ所あることに着目し、市制施行８８周
年に関連付けて企画した。家族連れを中心に市民約４００人が観光遊覧船などに乗船。夏の潮風
を浴びながら、蕪島や工場地帯などを巡って八戸港の魅力に触れた。

（３）

『子ども会の日市民ラジオ体操祭」開催

　

～南部弁バージョンに笑顔～

八戸市市制施行８８周年を記念した「子ども会の日市民ラジ才体操祭」が８月８日、市内の小学校
グラウンドや公園など約３０ヵ所で開かれた。朝早くから合わせて千人以上が参加し、地元タレントの
十日市秀悦さんによる南部弁のナレーションでラジオ体操第一に合わせて体を動かし、八戸のメモリ

アルイヤーを祝った。市立湊小に集まった約２６０人の児童や保護者らは、十日市さんから繰り出され

る、いつもとは違った南部弁バージョンのラジオ体操のナレーションに笑顔を見せながら体を動かしてい

た。

（４）

新美術館の市民向け“サロン“「］ベヤ」 八日町に開設

八戸市は８月８日、市万二偏り＆新米満絹建設に向けた取り組みを発信する拠点・はちのへまちな

かア榊トラポ「コペヤ」を、八日町のダイヤビル１階に開設した。建設工事期間中の，ｉ｛↑夫ｆ；＝」Ｅ日建設

推進室の事務室とするほか、作品の展示や市内外のアート活動の紹介、市民勉強会などを予定し

ており、市民ｉＥイニ
′－訪れ都サ□ン″を目指してし、る。市美術館は今秋から解体工事が始まり、

２０２０年３月に完成予定。

（５）

市制施行８８周年ｏ八戸三社大祭ユネスコ無形文化遺産登録記念

　

花火大会開催

八戸市の市制施行８８周年と、八戸三社大祭のユネスコ無形文化遺産登録を記念した「第３７回
八戸花火大会」が８月２０日、館鼻岸壁で開かれた。「８」をかたどった花火のほか、音楽や三社大祭

の嘘子に合わせたプ□グラムもあり、約５千発の花火が夜空を鮮やかに彩った。この日の八戸は、前

日までの雨がやみ、緩やかな風も吹し、てまずまずの花火見物日和となった。主催の大会委員会によ

ると、例年より多い８万８千人が会場を訪れたという。

（６）

八戸市

　

１８年度中に全防犯灯をＬＥＤ化へ

八戸市は、市内｛Ｌ改題９る約２万２千基の防犯灯を、２０１８年度末までに全て発光ダイオード

（ＬＥＤ）化する方針を明らかにした。市が資金調達力や技術力を有する民間事業者にＬＥＤ設置

（ボ酌寸日－±じヌ。ｔ９る「エスコ事業」を導入し、蛍光灯や水銀灯からの早期切り替えを図る。事業

者への委託料は省エネ化による電気料金の削減分で賄う仕組みで、業者が順調に決まれば、経費

を削減しながら早期のＬＥＤ化を図る効果的な取り組みが実現する。



記事 概要

（７）

ウミネコの愚も欄ャ￥鷺 『フ》てぬぐい』いかが？

ウミネコのふんをモチーフにした模様を取り入れた商品を展開している八戸市のフリーデザイナー高坂

真さん（３８）が、新たに「Ｆｕｎ下ｅｎｕｇｕｉ（フンてぬぐい）」を制作し、市内や久慈市などで販売してい

る。高坂さんは２００９年に千葉県から地元。八戸にＵターン。ウミネ］の繁殖地である蕪島の地面を

見て、ふんが地域ブランドの資源になるのでは－と考え、デザインを通した池デー－－ミ」塵－ＦｕｎＣ１ｕｂ

（フンクラブ）」を開始した。これまでにノートやレターセット、ステッカーを商品化。第４弾となる手拭い

は、グレー、イエロー、ピンクの３色。首などに巻けるほか、バッグやブックカバーとしても活用できる。価

格は税込み１２９６円。

（８）

青森労働局が公表した２０１８年３月に青森県内の高校を卒業予定の生徒に対する求人ｏ求職状
況｛７月末）によると、県内の求人数は４０１４人 （前年同月比９．３％増）、求人倍率は１．７８倍
（０．２２ポイント増） だった。少子化に伴って就職希望者が減少する一方、全国的な人手不足を

背景に若い労働力を求める事業所が増加傾向にあり、求人倍率は統計が残っている１９９４年３月
卒以降、過去最高となった。

（９）

八戸、盛岡の４５店で食の祭典『グルメツア回ズ」開催

八戸市と盛岡市の飲食店４５店舗が参加する食の祭典「ＴｈｅＢｅｓｔｏｆグルメツアーズ」（八戸商工
会議所主催） が９月１日から１０月３１日まで開催されてし、る。地元の食材に親しみ、新たな飲食店

を開拓してもらうのが目的で、今年は３０回目の節目。ノ八戸の３８店と盛岡の７店が参加し、２カ月

間、地場産品を用いた期間限定メニューを統一料金で提供する。期間中、利用客が対象メニュー

の味付けや接客、店内の男国気などを評価して集計し、最終的に優秀店を表彰する。関係者は
「八戸と盛岡の両市を行き来し、新たな飲食店を知るきっかけにしてほしい」とＰＲしている。

記！事 概要

（１０）

「第４回ご当地イカ料理コンテスト」（主催イカの街はちのヘ連絡協議会）の最終選考会が１０
日、はっちで開かれ、最優秀賞に青森市の主婦小和田慶子さん（７５）の「夏限定！イカ冷製パスタ

いなり」が選ばれた。県内外から７９作品の応募があり、書類審査で絞った２５作品から審査員が入
賞を最終選考した。小和田さんの作品は、ゆでたぐスタとイカに夏野菜を加え、マヨネーズとからしで

味を調えて油揚げに詰めた。昨年は優良賞だった小和田さんは「とにかく変わった料理を作りたかっ
た。料理コ万Ｆストに応募するのが趣味なのでうれしい」と喜びを語った。

（１１）

職場華やか《に

　

八戸で『澄衣デー』

八戸市中心街の事業所や行政機関で８月１０日、「浴衣デー」が催された。協力団体の職員や従
業員が浴衣姿で業務に臨み、職場が華やか息分四丸に包まれた。中心街のにぎわい創出に向け、
デ【リー東北新聞社と八戸中心商一．

　

′

　　

〈が「八戸納涼盆踊り大会」に併せて実施する

「浴衣で街に繰り出そう」キャンペーンの一環。八戸市庁では、市民課や介護保険課などで窓口業

務の職員ら約３０人が浴衣を着て業務に当たった。



（１２）

髭ｉＨ縄文館で工夫二高生がボランティアガイド 来場者にも好評

八戸市埋蔵文化財センター是川縄文館で開催中の「発掘された日本列島２０１７」で、八戸工大

二高の生徒がボランティアガイドとして活動している。高校生に考古学に興味を持ってもらおうと、同

館が高校側に打診した。９月１８日までの会期中にボランティアガイドを務めるのは１～３年の７８人

で、部活動や夏期講習などの合間を縫って参加。事前に約２時間の研修を受け、覚えた知識で土

器や土偶などについて詳しく解説し、来館者の好評を博している。

（１３）

Ｔ － －，′・平１四７ー腔』′八；．湖－姿あ目見え

ＪＲ東日÷小二二●÷台夕－ｊ車「トランスイート四季島」が８月１７日、八戸駅に初めてお目見えした。
２０１７年度の特別コースの一環で停車。午前７時２５分ごろ、新型列車を一目見ようと大勢が待ち

受けるホームに、シャンパンゴールドの車体がゆっくりと入った。乗客３４人は、横断幕と旗を持った関係

者や市観光課職員ら約５０人の歓迎を受けながら降車、種差海岸や蕪島を観光。地域住民が演

じる祭り嘘子でにぎわう鮫駅から、八戸線を走るレストラン列車「東北エモーション」に乗車し、食事や

八戸－久慈間の風景を満喫した後、八戸駅を出発した。

（１４）

全国学力テスト 青森県の小学校

　

全教科で平均上回る

文部科学省が公表した２０１７年度全国学力ｏ学習状況調査（全国学力テスト）の結果で、青森
県の平均正答率は、小学校が国語Ａで全国２位になり、全科目で全国平均を上回った。科目別の

平均正答率を見ると、国語Ａ７９％ （全国２位）、国語Ｂ５９％ （８位）、算数Ａ８０％ （１４

位）、算数Ｂ４８％ （６位）。学習や生活習慣などを問う県内の調査では、小学生は授業の復習

をする割合は７７．２％ （全国平均５３．８％）、予習をする割合は４９‘６％ （４１．０％）、休日１時

間以上勉強する割合は６９．１％ （５７，３％）となるなど、家庭学習の習慣が全国平均を大きく上

回つた。

（１５）

２０１６年度監査大賞

　

八戸市の公認会計士ｏ倉戚さんが受賞

八戸市の公認金言ｉ上倉成美納里さん（５０）が作成した、青森県の食育と食品□スに関する財務運

営の監査報告書が、２０１６年度の最も優れた監査報告書に贈られる「オンブズマン大賞」を受賞し
た。倉成さんは報告書で、県と関係団体の協力体制の強化、事業別収支予算と決算の重要性を

挙げるなど、県に対し改善策も提案。「明確な視点に立ち、撒密で活用度の高い優れた監査」と高
く評価された。県内の受賞は２人目。

記…事 ヰ脱姿

（１６）

２９年ぶりの八戸出身関取

　

大成道が凱旋

大相撲で、八戸市出身力士として２９年ぶりに関取となった大成道（だいせいどう）（２４）＝本名ｏ

笹山書悌、木瀬部屋＝が十両昇進後、初めて地元に凱旋した。市出身の関取は１９８８年に引退

した清乃洋（きよのなだ）以来。大成道は湊中、八戸水産高を経て角界入りし、２０１１年技量審

査場所から約６年３カ月で関取になった。「十両になったのを機に、１８年間過ごした地元に恩返しを

していきたい。地元を盛り上げられるように頑張る」と活躍を誓ってし、る。

（１７）

八戸拠点のロックバンド Ｒｅｌ市ｕｒｎ （リターン） 全国デビュー

八戸市を拠点に活動する男性３人組□ツクバンド「Ｒｅ：Ｔｕｒｎ（リターン）」が８月８日、全国デビュー

を記念し、同市の伊吉書院西店内にあるＣＤショップ・フォーユーでサイン会を開いた。２００８年に結

成し、八戸市のライブハウス「ＲＯＸＸ」を中心に活動してきた。ファーストアルバム「Ｌｉｖｉｎｇ」について、
リ

　

ブ

　

の伊藤正庸さんは「生きていくことの意味を考えた曲が多い。悩んでいる人の背中を押せたら」

と自信を見せる。

．スポー



（１８）

』◎櫨金園率高槻驚薫翻り》夢選手権

　

工夫醐高３奪⑩西山さん優勝

７月３１日～８月２日に神奈川県で行われた「ｊＯＣジュニアオリンピックカップ第４１回全日本高校ボウ

リング選手権」で、八戸工大－高ｉキリン四山響さんが男子個人の部で優勝の快挙を成し遂げた。
大会は３日間で１２ゲームを投げ、西山さんは全ゲームで２１０点以上をたたき出す安定した投球で、
最後まで１位を譲らなかった。昨春の県大会で敗れた悔しさから、「本当ｋたくさん練習した」という西
山さん。「いつも通りのボウリングができて良かづた」と栄えある結果を喜んだ。

（１９）

八戸市立湊小４年の関川愛音（めろでし、）さん（１０）が、８月５日に埼玉県入間市で開催されたス
ポーツクライミングの大会「ＢａｓｅＣａｍｐＲｏｃｋＦｅｓｔｉｖａ１２０１７」に出場し、小学生以下の選手が出

場する「キッズリードミドル部門」で優勝した。関川さんは、母夕子さんの勧めで小学１年の時にポルダ
リングを始めた。平日は市内や階上町のジムで、週末は久慈市侍浜の岩場などを登り、練習に励ん
でし、る。全国からトップレベルの選手が集まる中での勝利に、関川さんは「目標にしてし、た大会で勝て

てうれしい」と喜んでいる。

（２０）

儀々束則夫元なでしこ監督のサツ湖脚撒塞開催

　

～世界レベルの鞍術伝授～

サッカー女子日本代表「なでしこジャパン」の佐々木則夫元監嘗が綿師ｉ務めるサッカー教室が８月

１９日、八戸市のダイ八ツスタジアムで開かれた。東日本大震災などの被災地支援事業の一環で、
］ＵＮＯＮ企画 （埼玉）と同市サッカー協会の共催。参加した市内の小中学生約１００人は、目を輝

かせながら、世界で活躍した名監督の指導を受けた。元女子日本代表主将の宮間あやもサプライズ
ゲストとして参加。宮間も交えたミニゲームも行われ、参加者はプロの技に感動しながら、ポールを追

い掛け、果敢にゴールを狙ってし舵。

（２１）

元八戸市陸上競技協会会長の工月泰兄さん（７１）が、横浜日産スタジアムで少年少女陸上競技指
導者表彰「女ね釆白，

　

念章」を受章した。同章は、毎年各都道府県から１人が選ばれ、主に小学

生の陸上競技指導者に贈られる。工藤さんは、会長だった２０１１年に小学５、６年を対象にした「八

戸陸上競技クラブ」を設立し、指導に尽力したことが評価された。八戸の選手が大会で活躍すること
も増え、工藤さんは「クフノ。ヌ旦〃．短三、指導者の意識改革につながったのでは」と振り返る。

（２２）

八戸の魅力伝える「馬淵川讃歌』 八戸市の音楽家ｏ東さんが作曲

八戸市下長６丁目の音楽家、東巨（あづまたくみ）さん（６３）が市制施行８８周年に合わせ、馬淵
川を通して八戸の魅力を伝える「馬淵川讃歌」を作曲した。１１月２５日、同市のデーリー東北ホール

でお披露目コンサートを開催するほか、インターネットなどで音源や映像を発信していく予定。歌詞に

は馬淵川の四季の趣、えんぶり、三社大祭、朝市などを盛り込み、八戸の
′宝物″を表現。メロディー

は青森らしい和の券凹メｖ色まとったオリジナルのほか、サンバ風のものも用意。「節目の今年に、全国

に馬淵川の良さを伝えたい。共に発信する仲間、特に歌う人を募集したＬ、」とＰＲする。



平成２９年９月

各

　　

位

八戸市東京事務所長

八戸レポートの送付について

時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

「八戸レポート 平成２９年９月号」 をお送りいたしますので、 ご高覧くださいます

ようお願いいたします。

八戸市を活動拠点としているアイスホッケ←チ ム 「東北フリープレイズ」のアジ

アリーグアイスホッケー２０１７－２０１８シーズンが、 ９月 ２日（土） に開幕しました。

　

３年ぶりアジアチャンピオンを目指して、テクノルアイスパーク八戸でのホーム戦

で開幕２連勝を飾り、 幸先良いスタ←トを切っております。

　

９月 ２４日 （日） は、 八戸市がスポンサーとなる市制施行８８周年記念試合です。
みなさま、 ぜひチームカラー 「青」 のアイテムを身につけご来場ください。

　

また、 サッカーの 「ヴァンラーレ八戸」 は、 現在、 ＩＦＬセカンドステージの２位

の好成績につけており、 バスケットボールの
「青森ワッツ」 は、 ９月 ３０日（土）が

ホーム開幕戦です。

　

みなさま、 ぜひ地元スポーツチームの応援をよろしくお願いいたします。

園東北フリープレイズ

ｈｔｔｐ：／／ｗｔ－ｖｗ．ｓｐｏｓ・ｔｅ．ｃｏｍだｒｅｅｂｌａｄｅｓ

園ヴァンラーレ八戸

　

ｈｔｔｐソ／ｗ下帆▽，ｖａｎｒａｕｒｅ．ｎｅｔ

圏青森ワッツ

　

ｈｔｔｐｓ：／／ａｏｍｏｒｌ－ｗａｔｓ．ＪＰ

職業、役職、住所などに変更がある場合は、八戸市東京事務所までお知らせくださ

いますようお願い申し上げます。

八戸市東京事務所

〒１０２－００９３ 東京都千代田区平河町２－４－２ 全国都市会館５階

電話

　　

（０３）３２６１－８９７３

　

／ＦＡＸ （０３）３２３９‐６７２３

Ｅ－ｍａｉｌ：

　

ｔｏｋｙｏ＠ｃｉｔｙ．ｈａｃｈｉｎｏｈｅ．ａｏｍｏｒｌ．Ｊｐ


